
‘12着

‘11年霊。霊と言えば・・・？お盆です。意外へ禦いだ鯵がチビもたちを竃れて意省したり、櫨の見越とその手どもたちが実家に集まるの

か義年の恒例です。人がたくさん集まったり、知らない人、霜田轟、どれをとっても亀子にはルビい目が何日も築きます．正教、その中で雷

と一着に過ごすことが払Iことっても少ししんどいのです。

その頃、亀子の一番好きな遭びIな自然章の乗ることでした。もちろん機動輸つきですが、かなりのスピードを出して、後や体にあたる置き

象持ちよさそうに乗っていました。青い、覆在住んでいる場所は盤重複がコングノートで義鳩胸をぐるぐるまわったり、鱒から職までスピードを

出して乗っても安全なところです。ただ、ブレーキをかけることが出来ないため、止まるときは足を出す九重にぶち当たるか、転んで大泣き

するか、そんな状況でした。

しかし、いつの頃からか、その最地内では葉足いかなくなったのでしょう。遭歯に飛び出し、ア′く－トの照りをぐるりと回ることを費えてしまい

ました。そのたびに租は大書をtIなr連絡はダメ～日日」と叫び、持Iこは伴走して－録にぐるぐる回っていたりしました．下のチビもたちも

いるので動二物っこし、鴫にはおんぶをしなから曇って遭鶴は録を走ることをどなりながらも何食も何食も纏えていました．

もちろん、実家に要っても、自伝章に乗りたかります。しかし、あいにく実家は亀子の自転車には危機がいっぱいの住宅地で、少し後れた

空き地の〃りをぐるぐる回るのですが、億鼻のない交差さもあり、出合いかしらの事轍も予接されるため、き子が自転車に集るとさは意にわ

たしか主人が伴走し、章が来たら強iこよること、止まることを風百回と震えなくてはきりませんでした．葉山、鴫観ならまだしも、重賞の隻天下

ではすぐに汗だくになり、亀子に遭いつくためには相当の体力と購持力から要に奪ってきます．それを一目に個食も付き合わなくてほならな

いのです。

いつもは私たち章雄だけですから、き子も少し譲葉ち着いていられるのですか、みんなが集まりウイウイガヤガヤしているとどうしても州こ

出て自虐書に集りたかる日義も書くなります．饗が象では、勧めて漢書と富農した2後半の頃から網2年．テレビを章の中においていません．

ですから、真東で請こテレビがついている慎重も着ち着かなくなるのでしよう．反応としては長いことではないのですか、みんなが集まってテ

レビを具でいると嬉しにかかるのですから、せっかく簾まった後置にも長い象がして、なるべくき子を州こ連れて鋸くのですが、書くて、なのに

自G章に祭りたがる亀子にいらだちをさじていたのも表ではありません．どうしてみんなと面じようにできないのか？櫨だって1年に一食しか

食えない姑たちと一組に語をしたりしたいのに…。1日さざるごとに筆勢義といらだちがたまってきました。細字のことをよく竃購した上で甘

やかしたり、みんなと同じように撮ってくれる鼠の簡たちや節の旦郵機たちの心の広さが震いの毎会でした。

お盆も絡わり、鯵たちはそれぞれの簾ざ免へと持っていきました．具登ったその日は農から激しい日で、き手も持かになった実家でいつも

のようにリラックスした義持でした。鼠I章、き子に震いっきり自転車に果せたくて通庸の川べりの握参道へ連れて行きました．「解きなだけ回

転章に興っていいよ。いっぱい義教したもんね。」そういう私の言葉に裏手は少しペダルをこいで重り向きました。「いいよ」そういうとき子は

如重し絡めました。川を覆る細は心地よくて、おんぶして連れてきた下の子もスヤスヤと裏ていました。危機なことなどその鴫の租は全く番え

ておらず、複から籍まで500mもあるのだから、豊中で後れて止まってくれるだろうとたかをくくっていました．亀子はmが心亀よいのでしょう。

喜びの書き上げながら、どんどん加速し、鴫に立ちこきまで組めました．小走りの櫨は強くに具える登参道の先が道鶴でしかも章曇りがeL、

ことに象が付きました．〇〇〇、止まって一一一！！！」と何食きってもき子の耳には置いていないのか、mに租の富がかき鴻されているの

か、租の轟持ちとは蔓にどんどん加重していきます。櫨は能くなって走り絡めました。あまりの葉しい重りにおんぶしていた青中の子の農が

月別1、大きな触れに日をさまし泣き叫び、動じくらい粗は亀子の名前を体がちぎれそうなほど、のどが競れそうなほど叫びました．どうしてお

缶さんの富が蘭こえないの？なんでわからないの？その静雄は一意立ち止まり、〃になっている亀子を具つめてしまいました．いつまでこの

子の青中を追いかければいいの？追いかけるのきやめればこの生意に絡ありが乗るのかな？ほんの一〇のさいでした．けれど次の書面、

また租は重り出していました。き子の名前を叫びながら、あと5mで筆書というところでき子はぴたりと止まりました。そして、くるりと重り向き

ました。なぜでしょうか、みけんにしわを寄せていました．亀子に遭いつくまでの艇種が全くありません．けれど、き子i二道いついた車軸、私

は亀子のほっべたを凱ヽつきり平手で打ち、「どうしてあ鶴さんの富が農かないの－？」とき子Iこしがみつき、しばらく泣きました．劃こ遭った

のはおそらく書いてアパートのベランダから細をのぞかせた住人の意を類める書を調ヽた鴫でした。租は語って裏手の自転車をひっはり、真

筆Iこ要りました。豊中、自分でこきたいとハンドルを着る私の手を義りほどこうとしていましたが、書籍を℡わさす自転車ともすこき引きずるよ

うに標りました．



実家に要った櫨の照相を果て鶴が重き、何があったのかときねました。租義則こ噸鶴さんに私の郵持ちなんてわかるわけがない！私の

牽きなんて．番長の子しか青てたことのない海鴨さんにはわかんないんだから！！」と、どうしようもない継持ちを制にぶつけてしまいましたe

Bは懸ってき子を抱きしめて何食も何食も確を後でて、最強iJお鴫さんをこ暮らせないでなか・・」と富っていました。慨の青葉に、ほんの一

書でもき子から竃Ilようとした自分が請けなくて泣きじゃくってしまいました．

‘12霊。また霊がやってきました。今年の霊は着くまだまだ類書も簾しいですね．今年の霊は・・・？寄手はどうだったかきお后しする調に、

一つコスモスでのエピソードをお臆しさせてください。

7月に入ったある日、〇番が銅からコスモスに棄て子どもたちの繍子を果てくだきっていました。裏書の中の一つに玉堂生というものがあり

ます．き子のスピンの操子を具すあら？且が回っていないじやない。いつから回らないの？ああそうだ。伝承連びの韓も禦ち書かないでな

っていられなくなってきてるね。吐くまで回しなさい．」「え？吐くまでですか？iIそう、吐いて机ヽいから。吐かなかったら、30分でも1粛調

でもいいから。まず、固しなさい」raの、ほかのロールマットとかは？」「いいえ、他はいいから、観象たらとにかくスピン、いいわねi rわ

かりました○○長は租こぞれ樹す言うとマッサージのやり方も一つ一つチェック。他のお慨さんの繍手も果て回り、「マッサージの子僕の手

の向きがみんなそれぞれ′くラ′くラじゃない。どういうこと？いい、こうするのよ。長青の一つ一つに書誌があるの。童当にやれば義堂な子に

しか青たないのよ．先生方も、ほら、ちゃんとやらせなさい！！」

細、実行．やらずに食物するよりは、とにかくやってみる．コスモスに棄てあれこれ管Cよりもますやってみることそれが嘉についた種は・

量目から絡めました。スピンは一つしかないので他の子どもも的・ます．ですから、1分でも轟く回せるように、8持場引二は真義し・ほかの

子どもたちが集まるまで30分回しました．璽目は20分くらい。吐くまでとはいきませんでしたが、置裏が止み、細が下的、象持ち類い撫子

でうずくまるまで回しました。2日且の南、コスモスから保青回に行く豊中でe長に偶想食うがちょうと、あなた、ちゃんとスピン目してるでしょ。

租の言うことをすぐに守ってくれてありがとう。00ね、とてもいい反応が具られたの．菖たり調の反応がね。篇ち書いてきたでしょ・このまま

スピン続けてね」。それから、4年の毎会まで約1か月学の面、すっとスピンのみ．轟々場面があれば、ロールマットをやり禽すが・回し婦め

て5分もしないうちに細が下がるようになってきましたoスピンをおろした機は・LIあくの同鰹き上がることができず・ぐったりする機子が具ら

れるようにもなってさました。

そんな快調で迎えたお盆でした。1年調は機動輸をつけていましたが、なんと少し調から繍勤輸を外しても祭れるようになり自白書も持しま

した．しかし、着筆のようIこ糠の富が置かないことはなくなりました．集っている書中でも、ストップと〃えは何とか止まってくれますし、ちゃんと

租や主人の細を具ながら象る機子も具られました．そして、さらに嬉しいことにいとこの子どもたちが鼻の子チームでお〇日に入るとき・鵜は

半分冗録でrOoも若兄ちゃんたちと一種に入れば？」そういうと租や主人的、なくても題を説き、一人でお〇日場まで和すたのです・そして・

置目地をのぞき、でもやつiより不安になったのか、浸ってさましたが、すぐIこ主人に章をかすて男の子チーム＋主人で入浴することが出来ま

した．とても小さな出来事でしたが、いとこと一着に場こせた、一〇でも傭面へ入ろうとしたき子の行動に成長をさじた書面でした○

その義、スピンのみで約2か月iきましなそれまでIねスモスの裏青が絡わると伝書運びの鴫面で僕青Sの2着ホールに機動するときに

は私が一事でもい机、と不までたまらないという義持で泣き出したり、纏って面を調いたりする行動が具ら九でいました。しかし、今では玄M

でバイバイをしても自分一人で行けるようになりました。少し請にお貴書が00くん、一物に行こう」と手をつないでくれて、2購ホールへと潤

えていったのですかその間、一食も粗を重り向くこともなく泣き出すこともなく若麦類と手をつなぎながら行きました．その登る妻が格もしく

て、でもちょっぴり親しくて、復籍な賀持ちでした。

節義という自費。傭蘭書置．後から後れて集団でおごせること．どれをとっても大きな成長を果せた裏でした●

徽章章書いてくれた若鶴さんの文章をそのまま柵簾しています章軍書

※スピンについて

コスモスの簾富枝虞のひとつで、「自照的な人、欝ち書きのない人」に効果的です．くるくる回すことで大i削こ重機書きます。

輔一・・・京葉競合書庫でも使うハンモックゆすりを、若干修正して使ってみた。ハンモックをモツつみたいな融にして、

本人を簾を抱いた影で簾につるした．ますスピンをかけ、右回り“左回りにくるくると三十分ほど回転させた。自蘭の人

は書竃は且が回らないもの鰹が、さすがIここのときは真っ青になって吐きそうな機子を具せた。そこで、‘‘ころはよし‘”

とドクターストップ釦、げ、十二分に豊後水車が上がったとみて、こんどは覆しく強ゆらしをかけた。－

北〃遭之基r心の′くズル請けた」より‾鯖握持　　毎蚕

鮮轄摩軍港軸蟹韓盛舞


